コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/1547

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
と、皆自請ひて從ふ。二十一日、伏見に至る。明日、來りて二條城に謁︀す。前
將軍、二十八日を以て師を出ださんと欲す。將軍、兵未だ全く集らざるを以て
少（しばら）く之を
竢（ま）たんと請ふ。前將軍曰く、「此役、
當（まさ）に野戰に決すべし。野戰多きを用
ゐず。乃公、
見兵（けんべい）を
以（ゐ）て先往かん。汝、大衆を合せて之に繼げ」と。將軍曰く、
「兒、此に在りて、大人をして先だゝしめば、世之を何と謂はんや」と。前將軍曰
く、「吾れ老いたり。復事に
遭（あ）ふ可からず。必衆に先だちて一たび
樂戰（らくせん）せん」と。
正信本多正信、側に侍して曰く、「臣聞く、『軍の先後は地の遠近に在り」と。太公は京
に在り。郞君は伏見に在り。其次已に定れり。太公甚道理なし」と。前將軍、乃
止む。高虎藤堂高虎を召して、攻城の方略を
諮（はか）る。高虎對へて曰く、「遠に利あり。近
に利あらず。輕兵もて戰を
挑（いど）み、其遠く出づるを
竢（ま）ちて之を擊たば、則
敗衄（はいぢく）の餘
復守志なからん」と。攻城の法定まる前將軍、掌を
撫（ぶ）して曰く、「子が言我が口より出づるが如し」
と。遂に諸︀軍の
鄕（むか）ふ所を定む。

【高槻】攝津石川忠總は
高槻（たかつき）を守り、池田利隆、池田忠雄は
尼崎（あまがさき）を守る。其餘の山陽、山陰の
將士は
神︀崎（かんざき）より進み淺野、蜂須賀以下、南海︀の將士は和泉より進む。而して大和
伊勢、美濃の諸︀部は大和
口（ぐち）より先進む。少將忠雄、伊達政宗、其
帥（すゐ）たり。水野勝成水野勝
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